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Sun StorEdge 5210 NAS 
ご使用にあたって

このマニュアルでは、製品マニュアルを発行した時点では記載できなかった、Sun 
StorEdge™ 5210 NAS に関する重要な情報について説明します。このマニュアルを読
んで、Sun StorEdge 5210 NAS の設置および操作に影響を与える可能性のある問題や
要件を確認してください。

■ 1 ページの「システムの要件」
■ 2 ページの「このリリースで解決された問題」
■ 2 ページの「既知の問題」
■ 4 ページの「マニュアルの補足」
■ 5 ページの「関連マニュアル」
■ 5 ページの「Sun の技術サポート」

重要 – システムは、一度に１つの管理ログインのみをサポートしています。

システムの要件
Sun StorEdge 5210 NAS システムは、Web Administrator ソフトウェアがインストー
ルされた状態で出荷されます。Sun StorEdge 5210 NAS の管理用にソフトウェアをイ
ンストールする必要はありません。

Web Administrator 管理インタフェースを使用するには、次のいずれかのブラウザが
動作する、ネットワークに接続しているコンピュータが必要です。必ず Java Plug-In 
1.3.1 以上を組み込んだ Java™ テクノロジ対応ブラウザを使用してください。

■ Internet Explorer
■ Mozilla™

■ Netscape Navigator™ 
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注 – 最新の Java Plug-In ソフトウェアをダウンロードするには、
http://java.com にアクセスしてください。

このリリースで解決された問題
■ SNMP 属性 system.sysDescr.0 が正常に設定されるようになりました。

■ すべてのチェックポイントで Backup オプションを表示するようになりました。

■ 5210 JBOD に搭載されている EMU ボードに適切な機器が取り付けられ監視され
るようになりました。

■ NAS ヘッドはどのような状況でも不正なバッテリーエラーを送信しなくなりまし
た。

■ NAS オペレーティングシステムの FTP モジュールは、システム起動時に自動的に
ロードされるようになりましたが、デフォルトでは使用不可になっています。

■ GUI は、2 つではなく、3 つの外部 JBOD を表示できるようになりました。

■ 50 を超えるファイルが作成された場合でも、コンソールがすべてのファイルボ
リュームを表示できるようになりました。

■ 結合の作成および削除 (ポートの結合) により、システムが応答しなくなることが
ありましたが、この問題は解決されました。

既知の問題

■ Sun StorEdge 5210 NAS に大きな入出力負荷がかかると、極度な状態では CIFS ク
ライアントの接続が切断されることがあります。

回避策: 次の CLI コマンドを使用して、ファイルをただちに削除するようにシステ
ムを設定します。

fsctl attic disable <volume> 

■ SNMP 属性 se5210RaidBBUStatus が「unknown」に設定されます。

回避策: なし

■ 「Unowned SFS2」ボリュームは管理できません。

回避策: ファイルシステムを回復できない場合は、次の CLI コマンドを使用してそ
の領域を再利用できます。

fszap <disk> <partition>
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■ ナビゲーションパネルで「Configure NFS」->「Setup Hosts」/「Add user」を実
行すると、読み込みに長い時間がかかります。この間、画面は更新されず、
NIS/NIS+ マッピングに多数のエントリがあるため、システムがハングアップし
たように見えます。

システムの動作が完了し画面が更新されるまで待機してください。使用中のシス
テムを再起動しないでください。

■ 次のように入力してチェックポイント用のボリュームをマウントすると、pwd コ
マンドの動作が不正になります。

mount -F nfs se5k:/vol01.chkpnt /z/vlcp (誤)

上記の方法でマウントすると、/z/v1cp 下のどの場所で pwd コマンドを実行して
も、次のように不適切に表示されます。

/

回避策: /vol*.chkpnt ボリューム自体をマウントするのではなく、そのサブ
ディレクトリをマウントしてください。たとえば、次のようなマウントコマンド
を使用すると問題を回避できます。

mount -F nfs se5k:/vol01.chkpnt/cp2 /z/v1cp/cp2 (正)

■ 関連するボリュームがない場合に、古いエクスポートが表示されます。

回避策: Web Administrator を使用して、古いエクスポートファイルシステムを手
動で削除します。ナビゲーションパネルで、「UNIX Configuration」->
「Configure NFS」->「Configure Exports」パネルを選択して、古いエクスポート
ファイルシステムを削除します。

■ File Replicator でミラーボリュームの役割を変更してから電源を再投入すると、ミ
ラーが損失します。

回避策: ミラーを再作成する必要があります。『Sun StorEdge 5210 NAS ソフト
ウェアインストール・設定・ユーザーマニュアル』を参照して、ミラーおよび 
File Replicator に関する手順を確認してください。

■ 最新の MIB ファイルは、sunsolve.sun.com から入手できます。

■ Sun StorEdge 5210 NAS にテープライブラリを接続する場合は、必ず、Sun 
StorEdge 5210 NAS の背面にあるシステムボード上の SCSI コネクタ (銅線ネット
ワークポートの横) に SCSI ケーブルを接続してください。

『Sun StorEdge 5210 NAS ハードウェア設置・設定・ユーザーマニュアル』には 
SCSI テープを接続するポートの詳細な説明と、RAID カード上の「予備の」外部
接続用 SCSI ポートを使用しないための注意が記載されています。
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■ 大規模な NDMP バックアップを行うと、/dvol が NDMP のジョブファイルで
いっぱいになる可能性があります。

回避策: 大規模なファイルボリュームのバックアップを開始する前に、/dvol 以外
の大規模な SFS2 ボリュームに一時的にバックアップディレクトリを設定する必要
がある場合があります。

1. SFS2 ファイルのボリューム (/backup など) を作成します。

2. Telnet で NAS ヘッドに接続し、次の 2 つのコマンドをこの順序で実行しま
す。

set backup.directory/backup
savevars

この一時バックアップディレクトリの割り当ては、再起動すると無効になります。
したがって、再起動するたびに設定が必要です。

ファイルボリュームのバックアップは、複数のボリュームを同時にバックアップ
するのではなく、1 つずつ順にバックアップするようにスケジュール設定する必要
がある場合もあります。1 つのバックアップジョブで複数のファイルボリュームを
バックアップすると、NDMP ビットマップファイル (たとえば ndmp.[x] - x は任
意の整数) がいくつか backup.directory に作成されることがあり、その場合は
手動でファイルを削除する必要があります。このファイルの削除は、必ずバック
アップジョブが完了してから行なってください。

マニュアルの補足
この節では、マニュアルの内容を補足または修正する情報を示します。

ファイルボリュームのエクスポート

ファイルボリュームのエクスポートは、「Set Up Hosts」画面で「承認された 
(Trusted) グループ」に追加することによって (Solaris や UNIX と同様の) スーパー
ユーザー権限を割り当てた、一連のホストに対してのみ行うことができます。

または、一連のホストを「Host Group」に追加してから、「with Map Root User set 
to Root User」オプションを使用して必要なファイルボリュームをこのホストグルー
プにエクスポートすることもできます。
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関連マニュアル
このリリースの製品には、次のマニュアルが同梱されています。

『Sun StorEdge 5210 NAS の設定』(設定手順のポスター)

その他の関連マニュアルは、次の Web サイトから入手できます。

http://www.sun.com/hwdocs/Network_Storage_Solutions/nas

その他の関連マニュアルは次のとおりです。

『Sun StorEdge 5210 NAS クイックリファレンスマニュアル』
『Sun StorEdge 5210 NAS ハードウェア設置・設定・ユーザーマニュアル』
『Sun StorEdge 5210 NAS ソフトウェアインストール・設定・ユーザーマニュアル』
『Sun StorEdge 5210 NAS Safety and Compliance Guide』
『Sun StorEdge 5210 Expansion Unit Safety, Regulatory, and Compliance Manual』
『Sun StorEdge 5210 FRU Upgrade Instructions』

Sun の技術サポート
この製品を設置または使用する際にサポートが必要な場合は、1-800-USA-4SUN に電
話で問い合わせるか (米国のみ)、または次の URL を参照してください。

http://www.sun.com/service/contacting/index.html
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